生活衛生豆知識№72
ＢＳＥの出現、対策の経緯（３）

６月末でＢＳＥ全頭検査が終了し、一区切りつきましたので、３回目を約４年半ぶりでお送りします。
	年
	月
	確認内容・対策等

	2009年
	１月
	日本最後のBSE患畜（36例目、北海道101か月齢）が確認された。

	
	１月
	EU15（EU創設メンバーの国）でBSE検査対象月齢を30か月齢以上から48か月齢以上に緩和。

	
	５月
	日本が準清浄国「BSEリスクが管理されている国」に国際獣疫事務局(OIE)総会で認定された。

	2011年
	7月
	EU15がBSE検査対象月齢を72か月齢以上に緩和。

	
	12月
	厚生労働省から食品安全委員会へ諮問：①ＢＳＥ検査年齢を「20か月齢」から「30か月齢」にした場合のリスク比較　②特定危険部位を頭部（扁桃を除く）、せき髄及びせき柱について、現行の全年齢から「30か月齢」に変更した場合のリスクを比較　など

	2012年
	10月
	食品安全委員会一次答申：BSE検査対象が30か月齢以下であれば、扁桃・回腸遠位部以外は、食用として使用できる。

	2013年
	2月
	厚生労働省：米国、カナダ及びフランスから輸入される牛肉及び内臓の月齢条件を30か月齢以下とし、特定危険部位を扁桃及び回腸遠位部とする。

	
	4月
	厚生労働省：BSE検査対象は生後30か月齢を超えるものとする。

	
	5月
	食品安全委員会二次答申：と畜場におけるBSE検査対象月齢を48か月齢（4歳）超に引き上げたとしても、人への健康影響は無視できる。

	
	5月
	国際獣疫事務局(OIE)総会において、清浄国「無視できるBSEリスク」の国に認定された。　

	
	7月
	厚生労働省：BSE検査対象は生後48か月齢を超えるものとする。（全国の自治体：全頭検査を止める）


＊英国食品基準庁(Food Standards Agency)、欧州食品安全庁（European Food Safety Authority）、日本の食品安全委員会の設立（2003.7.1）はBSE出現と大きく関連していると考えられる。
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